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【研究活動の要約】 

抹茶は、日本一の生産量を誇る京都府の重要な特産物で、国内外での人気の上昇により年々需要が増

大している。抹茶の原料となるてん茶の生産量は、京都府内では１０年間で約２倍（令和 4 年度 1300
トン）になった。これに伴い、茶の葉を原料とするてん茶の生産過程で取り除かれる茶の茎が増え続け

ている。茶の茎は、これまで大半が廃棄されており、てん茶の増産に伴って茎の処分に苦慮する状況と

なっている。そこで、廃棄される茎の活用法として、緑茶のカテキンがもつ抗菌作用に着目した。 
本研究課題では、茶の茎に含有されるカテキン類およびカテキン以外の抗菌成分を詳細に解析した。

さらに、茎と葉の成分および性状をより正確に比較するため、試料の茎に混ざっている葉部を完全に取

り除いた茎部と葉部の成分および抗菌活性の比較をおこなった。 

【研究活動の成果】 

本研究では、てん茶製造時に取り除かれる茶の茎を試料とし、茎に含まれる成分を解析した。さらに、

茶の茎に混入する葉を取り除いた茎部と葉部の成分分析および抗菌作用を比較した。 
 乾燥した茶の茎部および葉部をブレンダーで粉砕し、メタノール抽出物を得た。この抽出物の乾燥物

を水：ブタノール（1：1）で抽出し、ブタノール抽出物を得た。葉部および茎部のブタノール抽出物に

含まれるカテキン類（エピカテキン；EC、エピガロカテキン；EGC、エピカテキンガレート；ECG、エ

ピガロカテキンガレート；EGCG）を薄層クロマトグラフィー法で分析し（Figure 1A）、各カテキン量を

定量した（Figure 1B）。茶の茎部（653.6 µg/mg）は、葉部（486.6 µg/mg）に比べてブタノール抽出物重

量あたりの総カテキン含量が高く、特に EC 量（茎部：297.0 µg/mg、葉部：59.9 µg/mg）が高かった。

また、茶の茎部および葉部はカテキン量の 40 分の 1 のサポニン量を含んでいた。両者のブタノール抽

出物は、4 種の細菌（メチシリン感受性黄色ブドウ球菌、メチシリン耐性黄色ブドウ球菌、緑膿菌、サ

ルモネラ）に対して抗菌作用を示した。さらに、ブタノール抽出物をカテキン画分とサポニン画分に分

離し、カテキンには殺菌作用、サポニンには静菌作用があり、ブタノール抽出物はそれらの相加的作用

によって抗菌作用を示すことがわかった。 
 茶の茎には、グラム陽性細菌および陰性細菌に殺菌作用を示すカテキンと静菌作用を示すサポニンが

含まれており、今後、天然由来抗菌物質としての利用の拡大を目指す。 

【研究成果の還元】 

令和 6年 11 月 15日（金）京都府立京都学・歴彩館 大ホールにてシンポジウムを開催した 
タイトル：京都ブランドの緑茶研究最前線−栽培から機能性まで− 
学内および一般の参加者： 56名 

【お問い合わせ先】   生命環境科学研究科 食環境安全性学研究室  准教授・岡 真優子 
            Tel: 075-703-5410      E-mail: Mayuko-oka@kpu.ac.jp 
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◆ 公開シンポジウム（ポスター） 

 

 


